	単位操作―２０３
	油ポンプの脱液
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	· 自然冷却及び大気脱液時の油温は、６０℃以下を目安に脱液すること。

· 油温が６０℃以下でも引火点が低かったり蒸気圧が高い場合には防護措置（引火防止）を行うこと。

· 硫化鉄は常温でも空気と反応し発熱するため十分冷却し湿潤状態を保つこと。

(1)(2)(3)(7)(19)

「操作禁止」の札を取り付ける。

(1)ﾓ-ﾀ-やｴｱ-駆動弁等があるものは手動に切替え駆動源を切る。

(3) 暖機バルブ、ﾒｶﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾊﾞﾙﾌﾞを閉めた後、吸込みバルブを閉める。

(6) 高流動点油等冷却液が不適の場合は適用しない。適切な火傷防止対策を実施し発火点未満にした上で取り扱う事。

(7)(8) 脱圧時の系内圧力は常圧に近い状態まで降圧する。

　　（吸込み側が負圧の場合適用しない）

(10)(13)(17)硫化鉄は常温でも空気と反応する。60℃以上では激しく反応し発熱する為十分冷却するか不活性ガス（窒素又はスチーム）導入により空気と接触させない。又は湿潤状態を保つようあらかじめ対策を決めておく事。尚硫化鉄の乾燥を防止する為不活性ガス導入は必要最小限にする事。

(11) 代表的な油種の自然発火温度は安全衛生管理基準手引き第２章参照の事。尚、ここでの油温判定は操作時点での油温を指す。

(13) 導入圧力は吸込み側設計圧力以下の事

(15)(16) ドレン、ベントバルブに「操作禁止」の札を取付ける。

(18) ①ﾊﾞﾙﾌﾞにて吐出弁の洩れの無い事を確認する。

（注）　（６）の油温は火傷防止及び硫化鉄の反応温度を考慮し目安として設定している。
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系内に圧力が無い事を確認する





吐出バルブが閉っている事を確認する





動力源を切る





系内を置換する





孤立された事を確認し系内を脱圧する
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ｵｲﾙ置換設備はあるか





不活性ガスを導入する
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終了
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系内の圧力が上昇しない事を確認する





大気ベントを開ける





脱液をする





各ドレンラインより油の無い事を確認する
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ポンプを孤立する（暖機､ﾒｶﾌﾗｯｼﾝｸﾞｵｲﾙ､吸込みﾊﾞﾙﾌﾞ）





温度は６０℃以下か





はい





いいえ





孤立された事を確認しﾄﾞﾚﾝｱｳﾄ用ｸｰﾗｰを使用して系内を脱圧する





系内に硫化鉄は存在するか





脱液用の不活性ガス導入治具を接続する





湿潤状態を保つ為に不活性ガスを停止する





冷却水を止める





温度は発火点未満か





脱液をする





いいえ





はい





はい





いいえ
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吸込み側





吐出側
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